
2021 年度中谷ゼミ 
皆さんこんにちは！2021 年度中谷ゼミ生です。中谷ゼミの活動について紹介します！ 

 

 

3，4 年生合同研究発表での集合写真(今年度はオンラインで行いました) 

 

【基本情報】 

メンバー 

3 年生 16 名 男子 2名、女子 14 名 

4 年生 12 名 男子 5名、女子 7 名 

卒業生 70 名以上 



活動場所や時間 

3 年生 毎週火曜日 4限 白金キャンパス 

感染症の状況によりオンラインか対面での開催。対面開催時にオンライン参加も可能。 

 

ゼミ生の所属部活やサークル、ボランティア団体 

Break jam, 

MG オリンピック・パラリンピックプロジェクト実行委員会 

応援団チアリーディング部 

JAZZ 研究会 

などなど、、 

 

 

 

【1 年間のゼミの流れ】 

3 年春学期 

研究の手法を学ぶ 

『政策リサーチ入門』を読み、これから自身で行う政策について調査手法や問題の立

て方などを詳しく学びます。 

本を読みながら、自分の興味のある分野に対しての問題意識や明らかにしたいことへ

の考えを深めていきます。 

その他バイトを掛け持ちしていたり、学外でも

サークル活動を行っていたりする人もいます! 

アクティブな人が多いイメージ！ 



実際に論文を読んで発表する 

先生が提示してくださるいくつかの論文を 1 人ずつ発表します。 

ニューストピックの発表 

１つのニュースに対して新聞社を２社選び、その報道内容の違いや新聞社ごとの論点

の違いを学びます。 

個人研究スタート 

個人で研究したいテーマに関して先行研究を探し、学びを深めていきます。それにつ

いて 1 人ずつ発表をし、ゼミ生や先生からアドバイスを貰います。 

4 年生との就活相談会 

就活を終えた 4年生が、就活についてのリアルな声を聞かせてくれます！3 年生から

も質問することができます。

 

4 年生から就活についての経験談を聞いています(対面授業では教室で隣との間隔を空

けて座っています) 

 



3 年秋学期 

4 年生との合同研究発表会 

3，4 年生合同で自身の研究を発表します。先輩に相談できたり、先輩の研究手法を見

て刺激をもらえたりするとてもいい機会です。 

個人研究を深めていく 

個人で研究したいテーマについて先行研究だけではなく、自身で行った研究の結果も

追加しながら内容を磨き上げていきます。 

 

【今年度の個人研究テーマ例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主権者教育 

教育格差 

未婚化、晩婚化 

日本と韓国の政治比較 

児童貧困 
地方創生と活性化

 

食品ロス 

議員の SNS 利用 若年層の投票率 

ジェンダー格差 



【ゼミ生へのインタビュー】 

中谷ゼミを代表して、3年生の男子 2 名、女子 2名にお話を聞きました！ 

 

Ｑ：中谷ゼミを選んだ理由は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やりたいことが明確ではなかったからこそ、 

発表や討論をする機会が多いゼミの方が力がつくと思ったから！ 

違う分野でも政策という共通のテーマで議論できることが面白いと思ったからです。 

個人でゼミを進めることで自分の力が身につくから 

自分の興味をもったことをテーマとして進められるから 

私自身高校生の頃から公共政策に興味があり、その中で 2年生の秋頃に 3年生からのゼ

ミを選ぶために中谷ゼミの紹介を見た時に、今起こっている政治現象や公共政策を扱う

という部分に惹かれ、私もその事象に対してどう解決するべきなのかを 2年かけて研究

していきたいと思ったからです。 



Ｑ：実際に半年間活動して 1 番勉強になったこと、1 番辛かったこ

とはなんですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 人の発表に対して複数人が意見を出すことで自分にはない多くの視点を学ぶ

ことができたこと。 

発表の機会が多く、1週間で発表できるクオリティにすることが辛かった、、。 

1 番勉強になったことは論文の読み方です。辛かったことにもつながりますが、

どのように論文を読むのか、読んだものをどう分析するのか、自分の力量が常に

試されてると思っているので面白さ半面、辛さもあります。 

本を用いてリサーチする方法やレポートの書き方などがわかった 

辛かったのは自分で進めるテーマを自分で考え論文を読んだりすること 

一番辛かったことは、なんといっても発表の準備です。私自身心配性なので、発表の週は

気が気じゃないです。だけど、発表が終わった後の達成感はとてもあります。 

一番勉強になったことは、リサーチクエスチョン（事象に対する問い）や仮説の立て方だ

と思います簡単にある事象に対するリサーチクエスチョンや仮説は立てれると考えていま

したが、さまざまなアプローチがあるのでとても奥深いです。 



Ｑ：中谷ゼミはどんな雰囲気ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：中谷先生はどんな人ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お互いに意見を出し合って高め合ったり気付かせあったりできる！？？ 

対面でもオンラインでも穏やかで仲良い雰囲気 

質問もしやすいし話しやすい雰囲気 

緩急のメリハリがあり、真面目な方が多いと感じています 

女子 14 人、男子 2人という圧倒的に男子が少ないですが、 

とても話しやすく和やかな雰囲気だと思います 

マメな方。気にかけてくれる。テーマについて相談にのってくれたり、

フィードバックも一人一人丁寧にしてくださる！ 

ゼミ生へのお心遣いがある先生だと思います。ゼミ生の作るレジュメにきめ

細やかな指摘をしてくださるので、自分にとって良い刺激になっています。 

質問しやすく話しかけやすい、先生と学生との距離が近いと思う 

とても真面目な人できっちりやる人だと思いますが、他の教授より

話しやすいと思います。あと、とても優しいです！ 



Ｑ：部活やサークル、アルバイトなどとの両立は大変ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表の順番(日付)を選ばせてもらえるから予定管理をしていれば大丈夫！ 

部活ともバイトとも両立できました🙆🙆♀ 

私はアルバイトをしています。たしかに、最初の頃は課題の提出が少し辛かった

覚えはありますが、生活のサイクルに組み込まれるとさほど辛くはありません。 

むしろ、本や論文を読む時間を見つけなければならないと気付かされました。 

 

サークルやアルバイトとの両立は少し大変ですが、計画的に進めればキツくないです。 

発表は半年に 3 回くらいで、発表の順番も自分で決められる（他に希望する人がいなけ

れば）ので、自分の予定に合わせることができます！なので、部活やサークル、アルバ

イトなどとの両立は大変ではないと思います。 

中谷ゼミでは好きなことも、大学での学びも、 

両方しっかり頑張りたい人をお待ちしております！ 

大学での「学び」の思い出を作りましょう！ 


